
 

 

 

 

脳磁図てんかん検査の人工知能を用いた自動化の多施設共同研究 

 

１．研究の対象 

2004年 01月～2025年 3月に北斗病院で脳磁図てんかん検査を受けられた方 

 

２．研究目的・方法 

脳磁図てんかん検査の解析には知識、経験に加えて多大な時間を要します。そこで人工

知能を用いた検査の省力化の技術を開発、臨床応用することを最終目的として、本研究で

は、大阪大学、株式会社リコー等との多施設共同研究により、当院を含む研究参加施設に

おける過去の検査結果を用いて至適方法を探索します。 

研究期間：研究の許可日 ～ 西暦 2025年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

現行の当院脳磁計が 2004年に設置されて以降に行われたてんかん臨床検査のデータを用

います。参考情報として、診療カルテに記載・登録されている病名、診療録、検査結果等

を用いる可能性がありますが、個人が特定できるような情報は用いません。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

当院で行った検査のデータを大阪大学に提供してデータ解析を行います。データを大

阪大学に提供する際には、個人が特定できるような情報（個人情報）を削除して提供し

ます。提供するデータはこの研究に参加している研究者以外は利用しません。個人との

対応表を作成して、対応表は当院の研究責任者が保管・管理します。データの提供は記

録媒体を用いて郵送もしくは直接手渡しにて行います。データ解析にはリコーが開発し

た人工知能を用いた自動解析ソフトを用います。また当院においてもデータ解析を行い

ます。 

 

５．研究組織 

本研究に参加する研究機関と研究責任者は以下の通りです。 

代表研究機関 

大阪大学 平田雅之 

分担研究機関 

東北大学 中里 信和 

静岡てんかん・神経医療センター 芳村 勝城 

大阪市立大学 宇田 武弘 

北斗病院 鴫原 良仁 



 

 

 

熊谷総合病院 鴫原 良仁 

株式会社 リコー 長谷川 史裕 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 

研究責任者： 

北斗病院 精密医療センター 鴫原良仁 （研究責任者） 

〒080-0833 北海道帯広市稲田町基線 7 番地 5 

TEL 0155-48-8000 

 

 

研究代表者： 

大阪大学大学院医学系研究科脳機能診断再建学共同研究講座、 

同医学部脳神経外科（兼任） 

平田 雅之 

 

 

 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


